
 

大
阪
本
苑
3
月
月
次
祭
執
行

　

３
月
10
日
午
前
１０
時
、
晴
れ
て
も
肌
寒
い

中
大
本
大
阪
本
苑
３
月
月
次
祭
が
斎
主
乾
清

高
参
事
の
も
と
、
厳
粛
に
執
行
さ
れ
た
。
祭

典
は
、
伶
人
・
祭
員
入
殿
、
祓
式
行
事
、
斎

主
「
月
次
祭
祝
詞
引
続
き
誕
生
祭
祝
詞
」

「
世
界
平
安
安
全
祈
願
祝
詞
並
び
に
令
和
6

年
能
登
半
島
地
震
鎮
静
復
興
祈
願
祝
詞
」
を

奏
上
。
玉
串
捧
奠
は
、
斎
主
、
本
苑
長
、
各

代
表
、
青
少
年
、
参
拝
者
代
表
、
誕
生
祭
参

拝
者
が
各
々
敬
虔
に
捧
げ
た
。
神
言
奏
上
、

讃
美
歌
斉
唱
。
続
い
て
、
乙
姫
様
礼
拝
。
祭

員
・
伶
人
退
殿
。
水
田
千
寿
参
事
に
よ
る

「
い
づ
の
め
し
ん
ゆ
」
拝
読
。
本
苑
長
挨
拶

で
は
『
皆
さ
ま
、
ご
存
じ
だ
と
思
い
ま
す

が
、
昨
年
の
8
月
31
日
に
落
札
さ
れ
た
長
生

殿
前
の
農
業
研
究
セ
ン
タ
ー
跡
地
が
、
本
年

1
月
29
日
に
所
有
権
の
移
転
が
完
了
し
、
3

月
3
日
に
教
主
さ
ま
か
ら
『
綾
機
平
（
あ
や

は
た
だ
い
ら
）
』
と
ご
命
名
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
新
た
な
神
域
「
綾
機
平
」
の
清
祓
式
が

3
月
31
日
の
二
代
教
主
毎
年
祭
に
合
わ
せ
て

行
い
ま
す
と
の
案
内
が
あ
り
ま
し
た
の
で
、

都
合
の
つ
く
方
は
ご
参
拝
く
だ
さ
い
。
土
地

の
名
称
も
正
式
に
決
ま
り
、
長
生
殿
ご
造
営

の
総
仕
上
げ
”
と
も
い
え
る
「
綾
の
郷
整
備

事
業
」
が
本
格
的
に
動
き
出
し
ま
す
の
で
、

こ
の
立
直
し
の
ご
用
に
私
た
ち
信
徒
は
喜
び

の
中
に
も
気
を
引
き
締
め
て
お
仕
え
さ
せ
て

い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
今
年
の
干
支

は
、
甲
辰
で
「
新
し
い
こ
と
に
挑
戦
し
て
成

功
す
る
」
「
こ
れ
ま
で
準
備
し
て
き
た
こ
と

が
形
に
な
る
」
と
い
う
大
変
縁
起
の
良
い
年

に
な
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
の
で
、
大
阪
本

苑
も
更
な
る
飛
躍
を
目
指
し
て
新
し
い
こ
と

に
も
挑
戦
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま

す
の
で
、
皆
さ
ま
の
ご
協
力
を
お
願
い
い
た

し
ま
す
。
早
速
3
月
30
日
土
曜
日
午
後
か
ら

教
義
勉
強
会
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
の

で
、
多
く
の
方
の
ご
参
加
を
お
願
い
致
し
ま

す
。
先
週
、
企
業
繁
栄
祈
願
祭
を
執
行
さ
せ

て
い
た
だ
き
54
社
の
申
込
が
あ
り
、
皆
さ
ま

と
共
に
企
業
繁
栄
と
景
気
回
復
を
龍
宮
の
乙

姫
さ
ま
に
ご
祈
願
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。
さ
て
、
5
月
4
日
の
教
主
生
誕
祭
後

に
、
久
し
ぶ
り
に
愛
善
歌
奉
納
大
会
が
リ
ア

ル
開
催
さ
れ
ま
す
。
多
く
の
皆
様
と
清
ら
か

な
言
霊
の
合
唱
を
共
に
参
加
さ
せ
て
い
た
だ

き
た
い
思
い
ま
す
の
で
、
是
非
申
込
用
紙
に

ご
記
入
願
い
ま
す
。
そ
し
て
来
月
の
春
季
大

祭
に
は
、
中
庭
の
木
の
花
桜
が
満
開
に
な
る

こ
と
を
期
待
い
た
し
ま
し
て
、
昨
年
同
様
に

観
桜
茶
会
、
お
神
酒
接
待
等
を
行
い
皆
さ
ま

と
共
に
歓
談
さ
せ
て
い
た
だ
き
た
い
と
考
え

て
お
り
ま
す
。
大
祭
記
念
講
話
で
は
綾
部
祭

祀
セ
ン
タ
ー
総
務
管
理
課
の
飛
澤
一
毅
先
生

を
お
迎
え
し
、
平
和
活
動
（
世
界
連
邦
運

動
）
に
つ
い
て
の
お
話
を
し
て
い
た
だ
き
ま

す
。
今
の
世
界
情
勢
に
お
い
て
世
界
連
邦
の

重
要
性
に
つ
い
て
も
考
え
さ
せ
て
て
い
た
だ

く
良
い
機
会
で
あ
る
と
思
い
ま
す
の
で
、
多

く
の
方
の
参
拝
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

さ
て
、
私
た
ち
信
徒
は
、
み
た
ま
祭
の
大
切

さ
教
え
ら
れ
て
お
り
ま
す
。
『
累
代
の
祖
先

の
霊
を
天
国
に
す
く
ふ
は
子
孫
の
愛
善
の
徳

（
聖
師
さ
ま
）
』
こ
の
後
、
午
後
よ
り
春
季

お
ひ
な
様
と
共
に

慰
霊
大
祭
を
執
行
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
の

で
、
引
き
続
き
ご
参
拝
よ
ろ
し
く
お
願
い
い

た
し
ま
す
。
最
後
に
、
被
災
さ
れ
た
皆
さ
ま

の
安
全
と
被
災
地
の
一
日
も
早
い
復
興
、
そ

し
て
被
災
さ
れ
た
皆
さ
ま
の
生
活
が
一
日
も

早
く
平
穏
に
戻
る
よ
う
に
ご
祈
願
さ
せ
て
い

た
だ
き
日
々
、
神
さ
ま
へ
の
感
謝
の
気
持
ち

を
忘
れ
ず
に
、
来
月
も
多
く
の
皆
さ
ま
と
参

拝
で
き
ま
す
よ
う
に
、
そ
し
て
世
界
各
地
で

起
こ
っ
て
お
り
ま
す
、
大
三
災
、
小
三
災
が

一
日
も
早
く
治
ま
り
ま
す
よ
う
に
大
神
さ
ま

に
真
剣
に
祈
ら
せ
て
い
た
だ
き
、
そ
し
て
霊

界
が
清
ま
り
ま
す
よ
う
に
神
言
を
奏
上
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
し
ょ
う
』
と
述
べ
た
。
続
い

て
水
田
良
司
編
集
部
長
に
よ
る
お
知
ら
せ
、

引
続
き
加
賀
見
明
男
先
生
に
よ
る
『
エ
ス
語

ミ
ニ
講
話
』
が
行
わ
れ
、
直
会
に
移
り
お
茶

席
が
行
わ
れ
午
前
の
部
が
終
了
と
な
っ
た
。

歓
の
家
で
は
お
ひ
な
さ
ま
の
前
で
写
真
撮
影
が

行
わ
れ
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　

（
参
拝
者
1
8
6
人
）
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令和6年4月14日(1) 大阪本苑だより

　

大
阪
本
苑
春
季
慰
霊
大
祭
が
昨
年
秋
に
続

い
て
月
次
祭
と
同
日
の
令
和
6
年
3
月
10
日

（
日
）
午
後
1
時
斎
主
伊
藤
香
次
長
の
も
と
、

厳
粛
に
執
り
行
わ
れ
た
。
伶
人
・
祭
員
入
殿
、

祓
式
行
事
、
大
神
様
に
「
慰
霊
大
祭
奏
上
祝

詞
」
を
奏
上
。
天
津
祝
詞
を
参
拝
者
全
員
で

奏
上
、
特
設
祭
壇
前
に
祭
員
移
動
。
招
魂
、

献
饌
。
斎
主
「
春
季
慰
霊
大
祭
祝
詞
」
。
玉

串
捧
呈
は
、
斎
主
、
宣
伝
使
代
表
、
本
苑
長
、

分
所
支
部
ブ
ロ
ッ
ク
代
表
、
令
和
5
年
度
後

期
遺
族
代
表
等
が
各
々
敬
虔
に
捧
げ
た
。
神

言
、
讃
美
歌
斉
唱
、
先
人
の
遺
徳
を
偲
び
、

感
謝
と
敬
虔
な
祈
り
を
捧
げ
た
。
祭
員
・
伶

人
退
殿
後
「
な
に
わ
づ
芸
術
文
化
祭
」
と
し

て
、
二
絃
の
会
に
よ
る
八
雲
琴
「
振
放
曲
」

が
奉
納
さ
れ
た
。
引
続
き
芸
術
部
に
よ
る
冠

沓
句
巻
開
き
の
表
彰
で
は
四
光
明
の
方
々
に

記
念
品
が
手
渡
さ
れ
た
。
そ
し
て
有
志
の
方
々

に
よ
り
エ
ス
ペ
ラ
ン
ト
劇
「
眼
玉
売
り
」
、
和

良
久
「
奉
納
演
武
」
、
寸
劇
「
大
江
山
」
が
奉

納
さ
れ
殿
内
は
笑
い
と
拍
手
で
大
変
盛
り
上
が

月
次
祭
と
同
日
に

春
季
慰
霊
大
祭
執
行

「神言」奏上「神言」奏上

斎主「月次祭祝詞」奏上斎主「月次祭祝詞」奏上

玉串捧奠（参拝者代表）玉串捧奠（参拝者代表）

本苑長挨拶本苑長挨拶
「いづのめしんゆ」
拝読
「いづのめしんゆ」
拝読

乙姫様礼拝乙姫様礼拝

玄関払い玄関払い お菓子のご下附お菓子のご下附

おひなまつりおひなまつり

加賀見明男先生の
エス語ミニ講話
加賀見明男先生の
エス語ミニ講話

大阪本苑
3 月月次祭
春季慰霊大祭

大阪本苑
3 月月次祭
春季慰霊大祭



令和6年4月14日(2) 大阪本苑だより

　

芽
吹
い
た
こ
の
花
桜
の
蕾
に
冷
た
い
雨
が

降
る
3
月
23
日
（
土
）
午
後
1
時
よ
り
執
行

さ
れ
ま
し
た
。

3
月
乙
姫
様
月
次
祭
執
行

斎
主
＝
畠
山
敦
子
、
祭
員
＝
田
中
文
子
・
久

井
照
子
・
山
本
美
幸
伶
人
＝
中
畑
祥
子
・
岩

﨑
誠
子
各
氏
に
よ
り
清
々
し
く
執
り
行
わ
れ

た
。
河
原
冨
久
子
・
乾
美
枝
各
氏
は
、
つ
る

か
め
抄
『
教
育
編
』
を
拝
読
。
参
拝
者
は
58

人
。
参
拝
後
、
伊
藤
忠
茂
本
苑
長
よ
り
挨
拶

と
共
に
元
気
の
秘
密
は
『
あ
い
う
え
お
』
と

い
う
語
録
の
紹
介
が
あ
っ
た
。「
あ
」
明
る
い

の
が
一
番
「
い
」
意
思
を
強
く
持
つ
「
う
」

運
が
良
い
と
思
い
込
む
「
え
」
縁
を
大
切
に

「
お
」
大
き
な
夢
を
持
つ
。
こ
う
し
て
念
ず
る

事
で
元
気
が
出
る
と
い
う
お
話
を
頂
い
た
。

水
田
千
寿
連
合
会
会
長
は
お
知
ら
せ
か
ら
5

月
4
日
「
教
主
生
誕
祭
全
国
愛
善
歌
奉
納
」

の
参
加
、
直
心
会
た
こ
焼
き
バ
ザ
ー
の
お
手

伝
い
の
お
誘
い
、
直
心
会
大
阪
連
合
会
会
員

新
規
入
会
の
お
声
掛
け
の
お
願
い
が
あ
っ
た
。

当
日
『
正
食
の
取
り
組
み
』
の
一
環
と
し
て

黒
糖
と
有
機
栽
培
の
干
し
ブ
ド
ウ
を
使
っ
た

膨
れ
菓
子
（
蒸
し
パ
ン
）
を
作
り
献
金
バ
ザ

ー
で
皆
様
に
喜
ん
で
い
た
だ
い
た
。
直
会
で

は
甘
い
イ
チ
ゴ
を
食

し
全
員
で
「
基
本
宣

伝
歌
」
を
斉
唱
し
散

会
と
な
っ
た
。

〈
特
別
秀
調
〉
（
敬
称
略
）

三
島　

足
立　

 

正
文　
　
枚
方　

 

浅
田　

秋
彦

枚
方　

浅
田　

 

弘
子　
　
枚
方　

 
森
田　

幸
子

神
路　

宇
佐
美 

賢
治　
　
木
の
花 
恩
地　

宏

《
四
光
明
》
（
敬
称
略
）

　

〈
軸
〉　
　
　
　
神
路　

宇
佐
美 
日
出
子

　

〈
人
〉　
　
　
　
曙　
　

城
本　
志
の
ぶ

　

〈
地
〉　
　
　
　
枚
方　

坂
本 

由
子

　

〈
天
〉　
　
　
　
城
東　

中
口　

ツ
ギ
エ

ど
こ
ま
で
も
神
示
さ
れ
し
道
歩
む

い
つ
の
日
か
笑
顔
で
集
う
み
ろ
く
の
世

ど
こ
ま
で
も
国
境
の
な
い
国
作
り

そ
れ
ぞ
れ
に
ミ
ロ
ク
の
世
へ
と
魂
磨
き

 第
３6
回
冠
沓
句
巻
開
き

な
に
は
づ
短
歌
会
〔
第
百
四
十
七
回
〕 

　

3
月
9
日
午
後
、
浅
田
弘
子
先
生
ご
指
導
の

も
と
開
催
。　

参
加
者
14
名　

詠
草
28
首

【
3
月
の
詠
草
よ
り
】　
（
敬
称
略
）　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　

久
井　

照
子

袷
の
着
物
足
立
先
生
に
教
は
り
て

一
年
か
か
り
仕
立
て
あ
げ
た
り

　
　
　
　
　
　
　
　

宇
佐
美　

賢
治

御
神
書
を
借
り
た
し
と
子
は
雨
の
中

十
六
キ
ロ
を
歩
み
来
た
り
ぬ

　
　
　
　

・
・
・
・
・
・
・
・
・

短
歌
会
は
毎
月
本
苑
月
次
祭
の
前
日
の
土
曜
日

午
後
1
時
よ
り
開
催
し
て
い
ま
す
。

な
に
は
づ
短
歌
会
報
告

っ
た
。
続
い
て
斎
主
伊
藤
香
次
長
に
よ
る
帰

魂
が
行
わ
れ
、
久
々
に
町
村
修
育
成
部
長
に

よ
る
じ
ゃ
ん
け
ん
大
会
で
勝
者
の
方
々
が
神

饌
物
を
持
ち
帰
っ
た
。
最
後
に
高
瀬
健
二
祭

典
執
行
委
員
長
の
挨
拶
が
あ
り
、
春
季
慰
霊

大
祭
は
無
事
終
了
と
な
っ
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

参
拝
者
1
8
2
人

○
各
奉
納
行
事 

（
敬
称
略
）

祭
典
後

①
八
雲
琴　

「
振
放
曲
」　
　
　
　

ニ
絃
の
会

②
冠
沓
句
巻
開　
　
　
　
　
　
　
　

芸
術
部

③
エ
ス
ペ
ラ
ン
ト
劇
「
眼
玉
売
り
」
有　

志

④
和
良
久
「
奉
納
演
武
」

⑤
寸
劇
「
大
江
山
」　
　
　
　
　
　

有　

志

第
36
回
な
に
は
づ
芸
術
文
化
祭
開
催

　

令
和
6
年
3
月
31
日（
日
）午
前
10
時
よ
り
二

代
教
主
毎
年
祭
遥
拝
祭
が
斎
主
乾
清
高
参
事
の

も
と
執
行
さ
れ
た
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　

参
拝
者
6
人

二
代
教
主
毎
年
祭
遥
拝
祭
執
行（
７2
年
）

八雲琴 ニ絃の会 「振放曲」八雲琴 ニ絃の会 「振放曲」

エスペラント劇
「眼玉売り」
エスペラント劇
「眼玉売り」

和良久「奉納演武」和良久「奉納演武」

じゃんけん大会じゃんけん大会

寸劇「大江山寸劇「大江山

「慰霊大祭奏上祝詞」奏上「慰霊大祭奏上祝詞」奏上

玉串捧奠（遺族代表）玉串捧奠（遺族代表）玉串捧奠（遺族代表）玉串捧奠（遺族代表）

帰魂帰魂

招魂招魂

「神言」奏上「神言」奏上

大
宗
連
基
礎
講
座
を
大
阪
本
苑
で
開
催

　

3
月
11
日（
月
）吉
村
智
弘
大
阪
公
立
大
学

客
信
研
究
員
を
招
き「
山
王
・
飛
田
の
歴
史
と
そ

こ
に
生
き
た
人
々
」題
し
大
宗
連
基
礎
講
座
を

開
催
し
ま
し
た
。大
宗
連
か
ら
26
人
の
参
加
者

が
あ
り
ま
し
た
。う
ち
大
阪
本
苑
か
ら
3
名
参

加
し
ま
し
た
。朝
10
時
30
分
の
座
講
で
は
、金
塚

五
龍
神
・
大
衆
芸
能
・て
ん
の
じ
村
・
天
王
寺
館
・

蜜
柑
山
・
遊
郭
・
貸
座
敷
を
キ
ー
ワ
ー
ド
に
浪
速

区
か
ら
西
成
区
の
歴
史
を
通
し
て
、差
別
と
そ

こ
に
生
き
た
人
々
に
つ
い
て
詳
し
く
学
び
ま
し

た
。昼
食
後
の
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
で
は
、現
地

を
見
な
が
ら
先
生
の
説
明
を
聞
き
探
索
し
ま
し

た
。本
苑
を
出
て
、「
北
天
下
茶
屋
」駅
か
ら「
恵

美
須
町
」駅
ま
で
阪
堺
線
で
行
き
、そ
れ
か
ら
徒

歩
で
、通
天
閣
と
そ
の
周
辺
に
今
も
残
る
古
い

映
画
館
、昔
の
鉄
道
の
跡
、「
て
ん
の
じ
村
」記
念

碑
・
五
龍
神
の
内
、黒
龍
・
天
龍
・
銀
龍
を
回
り
、

そ
の
後
、飛
田
新
地
の
歴
史
を
聞
き
な
が
ら
、復

元
さ
れ
た
北
門
・
大
門
、「
発
祥
の
地
」の
記
念
碑

、今
も
残
る
料
理
旅
館「
百
番
」を
見
た
後
、旧

紀
州
路
街
道
を
歩
い
て
大
阪
本
苑
に
戻
り
ま
し

た
。帰
苑
後
、質
疑
応
答
で
は
予
定
時
間
を
過

ぎ
る
ほ
ど
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

　

今
回
は
、本
苑
近
く
の
地
域
を
探
索
し
、労
働

者
た
ち
の
生
活
や
そ
れ
に
伴
う
旅
館
や
飲
食
店

を
は
じ
め
、町
の
発
展
と
変
貌
を
理
解
で
き
大

変
有
意
義
な
一日
に
な
り
ま
し
た
。

乙姫様
3 月月次祭
乙姫様

3 月月次祭

斎主「直心会会員
　向上祈願祝詞」奏上
斎主「直心会会員
　向上祈願祝詞」奏上

フィールドワークフィールドワーク



　
４
月
27
日
（
土
）
午
後
３
時

か
ら
「
講
師
育
成
錬
成
道
場
」

を
行
い
ま
す
。
参
加
対
象
者
は

教
本
認
定
者
で
す
。

１
級
、
２
級
を
お
持
ち
の
方
は

奮
っ
て
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

●
講
師
育
成
錬
成
道
場
ご
案
内

令和6年4月14日(3) 大阪本苑だより

　

大
阪
本
苑
で
は
、毎
月
2
〜
3
回
土
曜
日
に

『
大
本
常
設
講
座
』を
開
催
し
て
い
ま
す
。

未
信
徒
・
家
庭
内
未
信
徒
の
お
誘
い
合
わ
せ

宜
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

○
午
前
10
時
よ
り
　『
身
の
上
相
談
』

○
午
後
2
時
よ
り
　『
生
き
が
い
講
座
』

○
午
後
3
時
半
よ
り『
み
手
代
お
取
次
』

※
一
部
の
参
加
だ
け
で
も
構
い
ま
せ
ん
。

　
参
加
費
無
料
。お
気
軽
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

【
開
催
予
定
日
】

4
月
20
日
・
4
月
27
日

5
月
18
日
・
5
月
25
日

（
開
催
は
申
込
制
で
す
）

【
申　

込
】申
込
用
紙
に
記
入
又
は
、

　
　
　
　

電
話
、F
A
X

【
申
込
先
】大
阪
本
苑

●
大
阪
本
苑
常
設
講
座
ご
案
内

　

平
成
14
年
、直
心
会
連
合
会
長
天
野
輝
子
氏

を
は
じ
め
直
心
会
員
に
よ
り
始
ま
っ
た
拝
読
会

は
以
後
も
故
秋
山
鎮
宏
本
苑
長
、直
心
会
員
な

ど
で
活
動
を
続
け
、コ
ロ
ナ
の
蔓
延
す
る
前
年

12
月
で
5
0
0
回
を
向
え
、そ
れ
以
後
中
止
を

余
儀
な
く
さ
れ
て
き
ま
し
た
が
、こ
こ
に

5
0
1
回
目
と
し
て
4
月
25
日（
木
）午
前
10

時
30
分
よ
り
伊
藤
忠
茂
本
苑
長
を
中
心
と
し

て
再
開
い
た
し
ま
す
。直
心
会
、誠
心
会
問
わ

ず
ご
参
加
下
さ
い
。

　

尚
、ご
神
書
お
持
ち
で
な
い
方
は
、貸
出
ま
す

の
で
本
苑
ま
で
申
出
下
さ
い
。（
但
し
旧
本
）

拝
読
後
、大
本
神
諭
浄
書

毎
月
、第
4
木
曜
日

午
前
10
時
30
分
よ
り「
大
本
神
諭
」浄
書

午
後
1
時
よ
り「
霊
界
物
語
」拝
読

（
第
1
巻
か
ら
始
め
ま
す
）

●
霊
界
物
語
拝
読
会
を
再
開
い
た
し
ま
す

　（
合
せ
て
浄
書
も
再
開
し
ま
す
）

 

◆ 

4
月
の
冠
沓
句
句
題 

◆

冠
句 

愛
善
歌
・
ゆ
う
ゆ
う
と
・
こ
だ
わ
ら
ぬ

沓
句 

ま
っ
し
ぐ
ら

松
山
ご
奉
仕
は
左
記
の
予
定
で
す

　

皆
様
の
ご
参
加
、ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
い

い
た
し
ま
す
。

●
松
山
整
備　
第
1
、第
3
、第
5
土
曜
日

　
　
4
月
20
日
・
5
月
18
日

　
　
　

午
前
9
時
に
大
阪
本
苑
か
ら
出
発

●
松
の
採
取　
本
苑
月
次
祭
前
の
木
曜
日

　
　
5
月
9
日
（
木
）

　
　
　
　

午
前
9
時
に
大
阪
本
苑
か
ら
出
発

●
松
の
選
別　
本
苑
月
次
祭
前
の
金
曜
日

　
　
5
月
10
日
（
金
）

　
　
　
　

午
前
10
時
に
大
阪
本
苑
で
実
施

（
天
候
、
そ
の
他
に
よ
り
中
止
の
場
合
が
あ
り
ま
す
。）

松
山
だ
よ
り

●
毎
月
冠
沓
句
の
発
表
と
募
集

　

句
題
は
毎
月
次
祭
時
に
発
表
。

次
月
の
月
次
祭
時
に
入
賞
者
を
発
表
し
ま
す
。

賞
品
あ
り
。用
紙
は
自
由
で
す
。（
F
A
X
可
）

分
所
、支
部・氏
名
を
お
書
き
下
さ
い
。

締
め
切
り
は
月
末
で
す
。沢
山
の
ご
応
募
を
お

待
ち
し
て
お
り
ま
す
。　
　
　
　
　
　

芸
術
部

【
3
月
の
冠
沓
句
】（
敬
称
略
）

冠
句 

お
取
次
ぎ・ま
っ
す
ぐ
に・や
わ
ら
か
な

沓
句 

我
慢
す
る　
　
　
　

集
句　

32
句

天 

位　
　

三
島
分
所 

足
立　

正
文

ま
っ
す
ぐ
に
神
意
伝
え
る
開
祖
伝

●
教
主
生
誕
祭
遥
拝
祭
ご
案
内

　
5
月
4
日（
土
・
祝
）午
前
10
時
よ
り
、教
主
生

誕
祭
と
三
代
様
・
尊
師
様
生
誕
祭
の
遥
拝
祭
を

執
行
致
し
ま
す
。多
数
の
ご
参
拝
を
お
待
ち
し
て

お
り
ま
す
。

●
直
心
会
研
修
旅
行
の
ご
案
内

5
年
ぶ
り
に
直
心
会
研
修
旅
行
を
実
施
し
ま
す

【
日
時
】令
和
6
年
6
月
6
日（
木
）

　
　
　
午
前
8
時
本
苑
集
合　

　
　
　
ご
神
前
礼
拝
後
バ
ス
に
移
動

　
　
　
午
前
9
時
出
発

【
コ
ー
ス
】奈
良　
石
上
神
宮（
い
そ
の
か
み
じ
ん

ぐ
う
）正
式
参
拝
↓
道
の
駅「
な
ら
歴
史
芸
術
文

化
村
」（
買
い
物
・
見
学
）↓
橿
原
神
宮
内
養
正
殿

　
昼
食
↓
奈
良
岡
の
家
分
苑
に
て
研
修
↓
帰
路

【
対
象
】直
心
会
員
の
皆
さ
ま

【
費
用
】参
加
費
一人　
4
0
0
0
円

　
（
石
上
神
宮
お
玉
串
1
0
0
0
円
含
み
ま
す
）

　
（
奈
良
岡
の
家
分
苑
お
玉
串
は
各
自
で
お
願
い
し
ま
す
）

【
申
込
】直
心
会
役
員
ま
で
、申
込
時
に
参
加
費

も
お
預
か
り
し
ま
す
。

【
締
切
】5
月
12
日（
日
）

 

ご
参
加
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。　

●
み
ろ
く
大
祭
遥
拝
祭
ご
案
内

　

5
月
5
日（
日
・
祝
）午
前
10
時
よ
り
、み
ろ

く
大
祭
遥
拝
祭
を
執
行
致
し
ま
す
。多
数
の
ご

参
拝
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

●
綾
の
郷
整
備
事
業
説
明
会
の
お
知
ら
せ

　

昨
年
の
8
月
31
日
に
無
事
農
研
セ
ン
タ
ー
跡

地
が
正
式
に
大
本
の
土
地
と
な
り
、今
年
3
月

教
主
さ
ま
よ
り
正
式
に『
綾
機
平（
あ
や
は
た
だ
い
ら
）』

と
ご
命
名
に
な
ら
れ
ま
し
た
。い
よ
い
よ
長
生

殿
ご
造
営
の
総
仕
上
げ
と
言
え
る
綾
の
郷
整
備

事
業
が
始
ま
り
ま
す
。コ
ロ
ナ
禍
で
延
期
に
な
っ

て
お
り
ま
し
た
が
、5
月
12
日
の
大
阪
本
苑
月

●
本
苑
祭
式
講
習
会・

　
葬
祭
研
修
会
お
知
ら
せ

　

春
の
祭
式
講
習
会
・
葬
祭
研
修
会
を
次
の
通
り

開
催
致
し
ま
す
。祭
式
の
大
切
さ
を
皆
様
と
共
に

学
び
た
い
と
思
い
ま
す
。

○
祭
式
講
習
会 

【
日
時
】6
月
1
日（
土
） 

午
前
9
時
〜

        

6
月
2
日（
日
）     

〜
17
時

【
参
加
費
】無
料（
但
し
昼
食
各
自
負
担
）

【
持
物
】動
き
易
い
服
装
、テ
キ
ス
ト「
大
本
祭
式
」

　
　
　

教
本（
5
0
0
円
に
て
配
布
）

○
葬
祭
研
修
会

【
日
時
】6
月
2
日（
日
）
午
前
9
時
〜
16
時

　
　
　

葬
祭
式
次
第（
司
会
用
）を
も
と
に

　
　
　

招
魂
式・発
葬
式
を
研
修
し
ま
す
。

※
各
分
所
支
部
か
ら
必
ず
一
人
以
上
の
参
加
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

令
和
6
年
3
月
31
日（
日
）午
前
10
時
よ
り
二

代
教
主
毎
年
祭
遥
拝
祭
が
斎
主
乾
清
高
参
事
の

も
と
執
行
さ
れ
た
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　

参
拝
者
6
人

  

次
祭
後
に
大
本
本
部
総
務
山
田
歌
先
生
を
お
迎

え
し
、綾
の
郷
整
備
事
業
の
説
明
会
を
開
催
い

た
し
ま
す
。世
界
の
大
本
に
ふ
さ
わ
し
い「
神

都
」の
ご
造
営
と
い
え
る
神
約
実
現
の
ご
神
業

に
つ
い
て
、皆
さ
ま
と
と
も
に
学
ば
せ
て
い
た
だ

き
た
い
と
思
い
ま
す
の
で
、多
く
の
方
の
参
加

を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

４
月
29
日
（
月
・
祝
）
10
時
よ
り
、
四
代

教
主
様
を
偲
び
、
23
年
目
の
毎
年
祭
遥
拝
祭

を
執
行
致
し
ま
す
。
多
数
ご
参
拝
下
さ
い
。

●
四
代
教
主
毎
年
祭
遥
拝
祭
ご
案
内

●
全
国
愛
善
歌
大
会
ご
案
内

　

５
月
４
日(

土
・
祝)

亀
岡
万
祥
殿
に
て
全
国

愛
善
歌
奉
納
大
会
が
行
わ
れ
ま
す
。な
に
は
づ

合
唱
団
は「
基
本
宣
伝
歌
」を
奉
納
さ
せ
て
頂
き

ま
す
。是
非
参
加
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

【
本
苑
練
習
日
】4
月
14
日（
日
）本
日

　
　
4
月
27
日（
土
）乙
姫
様
月
次
祭
祭
典
後

4 月 6 日4 月 6 日

枯れた松枯れた松伐採作業伐採作業

3 月 16 日3 月 16 日

「教義勉強会」3 月 30 日「教義勉強会」3 月 30 日



令和6年4月14日(4) 大阪本苑だより

1
日

2
日

3
日

5
日

6
日

7
日

8
日

9
日

10
日

12
日

15
日

16
日

17
日

19
日

21
日

23
日

25
日

27
日

28
日

30
日

31
日

エ
ス
語
同
好
会（
2
人
）

運
営
委
員
会

常
設
講
座

松
山
献
労（
6
人
）

企
業
繁
栄
祈
願
祭（
58
人
）

総
代
会

エ
ス
語
講
習
会（
5
人
）

お　

茶（
8
人
）

松
山
採
取（
6
人
）

松
選
別（
4
人
）

短
歌
会（
11
人
）

誠
心
会
幹
事
会

メ
デ
ィ
ア
制
作
室
配
信
準
備

祭
典
リ
ハ
ー
サ
ル

本
苑
月
次
祭・ひ
な
祭
り（
1
8
6
人
）

本
苑
春
季
慰
霊
大
祭　

 （
1
8
2
人
）   

な
に
は
づ
芸
術
文
化
祭

祭
服
ク
リ
ー
ニ
ン
グ

本
苑
書
道
部（
12
人
）

お　

茶（
10
人
）

常
設
講
座（
1
人
）

松
山
献
労（
12
人
）

分
所
支
部
月
次
祭

エ
ス
語
講
習
会（
8
人
）

謡「
大
本
心
謡
会
」（
3
人
リ
モ
ー
ト
2
人
）

常
設
講
座

乙
姫
様
月
次
祭（
58
人
）

参
事
会

宣
教
部
会【
リ
モ
ー
ト
】

エ
ス
語
講
習
会（
5
人
）

お　

茶（
6
人
）

謡「
大
本
心
謡
会
」（
3
人
リ
モ
ー
ト
2
人
）

松
山
献
労（
8
人
）

二
代
様
毎
年
祭
遥
拝
祭（
6
人
）

本苑春季大祭・入試感謝奉告祭
愛善歌練習 春のレクリエーション
祭服クリーニング
大阪本苑書道部
エス語講習会（初級文法）
謡「大本心謡会」（於・三島分所）
宣教部会【リモート】
エス語同好会
常設講座「死んだらどうなるの？」
松山献労
分所支部月次祭
お　茶
浄書
霊界物語拝読会
謡「大本心謡会」（於・三島分所）
運営委員会
常設講座「人は何のために生きているの」
乙姫様月次祭 愛善歌練習
講師育成錬成道場
四代様毎年祭遥拝祭

謡「大本心謡会」（於・三島分所）
エス語同好会
みろく能
教主生誕祭遥拝祭
三代教主・教主補聖誕祭遥拝祭
みろく大祭遥拝祭
エス語講習会
お　茶
松山採取
松山選別
短歌会
誠心会幹事会
メディア制作室配信準備
祭典リハーサル
本苑月次祭
（準備・掃除）神路・梅の宮・河内長野
（お茶当番）御津ノ浜・若松
分所支部長会議
文化教室（お茶、謡、着付け、エス語入門、役割拝読会）

AM

AM
PM
PM
PM
PM
PM

AM

AM
AM
PM
PM
PM

PM
PM
AM

PM
PM
PM
AM

AM
PM
AM
AM
AM
PM
PM
PM
PM
AM

10:00

10:00
1:00
1:00
2:30
7:00
1：00

9:00

10:00
10:30
1:00
2:30
7:00

1:00
3:00
10:00

2：30
10:00
7:00
10:00

10:00
1：00
10:00
9:00
10:00
1:00
1:30
3:00
7:30
10：00

4月14日(日)

16日(火)

18日(木)
19日(金)

20日(土)

21日(日)
24日(水)
25日(木)

26日(金)
27日(土)

29日(月)

5月2日(木)
3日(金)

4日(土)

5日(日)
7日(火)
8日(水)
9日(木)
10日(金)
11日(土)

12日(日)

●4月～5月 (一部)  行事予定 本
苑
所
蔵 

お
作
品
紹
介

マイ箸
マイボトル
マイバック
マイ祝詞・讃美歌

貧困に終止符を打ち、
地球を守り、環境を保護し、
全ての人が平和と豊かさを
享受することができるよう
「誰一人取り残さない」

SDGs

神
饌
物
献
納
御
礼

　

3
月
祭
典（
本
苑
・
乙
姫
様
）に
は
左
記
の
方

々
よ
り
神
饌
物
を
献
納
頂
き
ま
し
た
。

厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

○ 

岡
尾　

由
貴 

様　
（
玉　

川
）

　

○ 

和
歌
山　

松
山　大本大阪本苑大本大阪本苑

ホームページホームページ

人類愛善会大阪人類愛善会大阪

●
み
手
代
お
取
次

○
4
月
月
春
季
大
祭　

野
口　

 

昌
則　

宣
伝
使

○
5
月
月
次
祭　
　
　

西
野　

 

秀
味　

宣
伝
使

○
6
月
月
次
祭　
　
　

町
村　

 

修　
　

宣
伝
使

○
7
月
月
次
祭　
　
　

吉
岡　

 

宏
起　

宣
伝
使

 

※
お
取
次
ご
希
望
の
方
は
事
務
所
ま
で
申
し
出
て
下
さ
い
。

 

帰
幽
報
告 

（
令
和
6
年
3
月
）

　
　
　
　

松
井
正
子　

毘
女　
（
三
島
分
所
）

　
　
　
　
　

3
月
5
日 

帰
幽　

享
年　

102
歳

　
　
　
　

森　

泰
彦　

毘
古　
（
堺
分
所
）

　
　
　
　
　

3
月
23
日 

帰
幽　

享
年　

76
歳

茶碗「からす絵」
三代教主様

 水指「山芍薬」
五代教主さま

【　

作　

】　

四
代
教
主
様

【
お　

軸
】　
な
に
は
づ

新
入
信
徒
ご
紹
介

(

敬
称
略)

吉
澤　
初
花（
は
つ
か
）

【
枚
方
分
所
】

本 

苑 

日 

誌 （
3
月
）


